平成27年度第3回岩国市環境審議会の結果について
1 会議名
平成27年度第3回岩国市環境審議会

2　開催日時

　　平成28年3月28日（月）午後2時00分から

3　開催場所

　　岩国市役所6階　議会会議室
４　出席した者の氏名

　（委員）

　　藤野完二（会長）、白木吉子（副会長）
　　河角衛、河本智勇、木村圭一、嶋田陽生、竹下直彦、田村　巖、樋口隆哉、藤谷允子、
藤本博子、森川裕子

　（事務局）

　　環境部長：川戸裕司、環境保全課　課長：中津朝実、環境対策班長：藤井哲夫
　（担当課）

　　下水道課　課長：善本恭平、計画班長：片野光一、計画班：山本靖法、大野史晃
　（関連部署）
焼却施設建設事務所所長：村上栄一、環境事業課　課長：上尾浩睦　

環境施設課　課長：中村　満、下水道施設課　課長：澤　直臣
5 議題

岩国市汚水処理施設整備構想の見直しについて
　　　 ６　公開・非公開等の別

　　　　　 公開

７　傍聴人数
　　0人

８　会議内容概要

《審議等事項》

岩国市汚水処理施設整備構想の見直しについて
(会　長)

　それでは、これから第３回岩国市環境審議会を開催したいと思います。

本日は、環境審議会委員12名のうち、12名全員の方が出席されております。したがって、岩国市環境審議会条例第6条第2項の規定により、本日の会議が成立していることを報告致します。

次に、議事録の署名について、白木委員と竹下委員、署名の方、宜しくお願い致します。

それでは、本日の議題となっております岩国市汚水処理施設整備構想の見直しについて、担当課から説明をお願いいたします。

 (担当課)
説明に入らせていただく前に、２月７日から３月８日まで、パブリックコメントの募集をかけておりまして、その結果としては、本構想に賛同するという方が２名おられました。

また、そのうち１名の方からは、内容等に説明不足な点等が多々あるということで、ご指摘等をいただいております。

したがって、そのご意見を参考に修正した点と、前回審議会時に委員の皆様よりご指摘いただいたき修正した部分について、説明をさせていただきたいと思います。
《担当課説明》岩国市汚水処理施設整備構想（案）を用いて説明
(会　長)

今の説明に対して、ご質問はございますか。

 (委　員)

　審議会で意見をいただいて修正された部分と、パブリックコメントで意見をいただいて修正さ　れた部分があるとのことですが、この「いただいた意見」について、少し詳しく教えてください。

《担当課説明》修正箇所の説明
(委　員)

　要は、一般的にわかりやすいように、ということでしょうか。

 (担当課)

はい。

一般的になじみのない語句や説明不足な点を追記し、また全体の構成を、皆さんにわかりやすいように変更しております。

 (委　員)

では、内容に関しておかしいという意見ではないということですね。

(担当課)

　計画自体については賛成していただけるということです。

(会　長)

いろいろと修正や追加等の説明がありましたが、前回の審議会で検討していただいたものと比べ、内容が大幅に変わったという箇所はなさそうです。

　そのうえで、その他ご意見等ありましたら、率直にお聞かせいただけたらと思います。

（委　員）


　事業計画区域外の建設費用について、50億（一文字処理区）とか222億（尾津処理区）とか、膨大な金額ですが、岩国市の予算規模から考えてこれは大丈夫ですか。

(担当課)

　全体計画、事業計画とも大きい金額ですが、全体計画は長期的なものですが、事業計画区域内については今現在事業を進めているため、予算確保を図りながら、事業の早期完成を目指していきたいと考えております。

　ただ、先ほど言われたとおり、それだけの金額が確保できるかというと、財政課等との協議、それから国への補助金の要望等ありますが、この補助金も今のご時世、要望したものが満額つかない状態ですので、非常に難しい状況となっております。

（委　員）

　予算さえつけば実施できる状態になるということですか。

 (環境部長)


　予算がついても短期間で一気に実施するというのはなかなか難しいです。

　それは、施工するにあたって生活道路を閉鎖するため、工事箇所をある程度散らばらせながら進めていく必要があるからです。

（担当課）

　下水道の場合、どうしても下流から整備せざるをえないという点での難しさもあります。

　この構想が、これだけ工事を進めるためには年間どれだけの予算が必要か、そして財政課へ予算要望をする資料にはなってくると思います。

（委　員）

　事業計画区域内の建設費用については、どうなのですか。
（担当課）

　残事業としては、事業計画区域内が約180億、これを10年程度で実施していくためには、年間18億ぐらいの予算を確保しなければならない、ということになります。

　事業計画区域外も含めると、トータルで約470億になります。

（委　員）

わかりました。

10年間で179億ならできそうな気がしますね。

（担当課）

実施したいのはやまやまですが、地理的な条件等、物理的に難しい要件がありまして、投資のわりに進まないという状況となっております。

(会　長)

　ほかにはございますか。

　時間のかかる話と目の前の話とが重なっていて、判断がなかなか難しいとは思います。

特に無いようでしたら、審議を終了したいと思いますが、いかがでしょうか。
（委　員）

　はい。

（会　長）
それでは当審議会を終了し、私の方から、諮問事項である岩国市汚水処理施設整備構想に対する答申書について提案させていただきます。

それでは、案を読ませていただきます。

《答申案の内容》
岩国市汚水処理施設整備構想の策定について（答申）

　平成27年12月25日付けで諮問のありました岩国市汚水処理施設整備構想の策定について、当審議会で慎重に審議を行った結果、市から提示された計画案の内容が適当であるという結論に達しましたので、答申します。

　なお、計画の推進にあたり、特に別紙に記載の点について留意いただくよう、答申の付帯意見として申し述べます。

付　帯　意　見

１　本構想によって、下水道、集落排水、浄化槽等それぞれの地域の実情に応じた効率的かつ適正な整備手法の選定がなされており、今後は、適切に事業を実施し、公共用水域の水質・水環境の保全に向けて努力していただきたい。

２　本構想によって、集合処理区から個別処理に変更となる地区が多数あることから、今後は、集合処理区と個別処理区における住民負担のバランスについて考えていただきたい。

３　今後も社会環境の変化や上位計画の見直し、事業体系の変更等に合わせて構想の見直しを行っていただきたい。

この内容で、答申してよろしいでしょうか。
（委　員）

異議なし
（会　長）

それでは、本日提案した内容で答申書を作成し、市長へ提出させていただきます。

ほかに意見がなければ、第３回岩国市環境審議会を閉会したいと思います。
